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気性消化状態を保持、COD 容積負荷を約 6.3kg/m3/d 程度まで安定運転できたことが確
認された。固形物の加水分解速度は一次反応式で表現できる結果が得られた。それぞれ
の指標の速度定数と難分解性割合が求められた。COD、TS 及び VS の加水分解定数は
それぞれ 0.05、0.06、0.08 1/d であった。生物難分解性物質の割合はそれぞれ 24.6、24.7、
18.5%程度であった。いずれの成分の加水分解定数は、生ごみの高温発酵、余剰活性汚
泥の中温発酵及び高濃度牛ふん尿の中温発酵と比較して非常に低い値となっている。 
第 4 章「サイフォン式無動力撹拌方式を用いた生ごみのメタン発酵に及ぼす効果」 
 撹拌は反応槽の基本的な操作の一つであり、メタン発酵において撹拌が果たす役割は、
(1)投入原料を分散して基質と微生物との接触効率を高める、(2)スカム形成の抑制、(3)







































較させた。その結果、HRT30 日の条件下で、ガス生成速度は 2.4L/d 程度で、pH は 7.7





第 6 章「総括および結論」では、本論文の主な成果を総括している。 
